


I. 本誌は､物性物理の研究を共同で促進するため､研究者がその研究
意見を自由に発表し討論しあい､また､研究に関連した情報を速やか
に交換しあうことを目的として､毎月1回編集 ･刊行されます｡掲戟
内容は､研究論文､研究会･国際会議などの報告､講義ノート､研究
に関連 した諸問題についての意見､情報などです｡
2. 本誌に掲戟される論文にういては,原則として審査は行ないません｡
但 し､編集者が本誌に掲載することを著しく不適当と認めたものにつ
いては､改訂を求め､または掲載を拒絶することがあります｡
3. 本誌の掲載論文を他の学術雑誌に引用ずるときは､著者の承諾を 得
た上で privatecommunication扱いにして下さい｡

投稿規定 ■I

l

●▲

一一

雑誌のページ数を節約するため､原稿は極力簡旗にお書き 滞 さ も 一､｡ を
原稿は 40時 詰原稿用紙を崩 して下さい｡ - .凄

数式 ･記号の書き方は､Progress,～Journdlの投稿規定 に 準 じ ,㌧ミ

スプJI)ントが生じないようーに適当な処置をとって下さ鵜
J丑ツ車,下ツ判 ま椿に紛わしも十もののみを指定しぞ滞 さ い｡
英字の大､ 花文字､ギリシャの指定を忘れないよう に 0 - 0とaと O-
(ゼロ),u と n とrr,ととeが一番間違いやすいO
轟.数式は3行にわたって大きく酌 ､て下さい｡

5･ 図の縮尺はいたしませんから適当な.大きさに画いて下さい｡

6･別刷が入用な場合は､投稿の鷺に所要布数を10部単位で申込んで下

きい.別刷代は下記方式により現金で前納していただきますo

P:400字詰原稿用紙による真数

Ⅹ:別別所要部数
別刷代-3/1ⅩP,円

7･原稿締切別ま毎月20日で原則として次月発行誌に掲載されます｡
･1･
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金 森 腐次郎

森 田 章

渡 辺 癌

鈴 木 増 雄

(若手)引地邦男

(化学)長倉三郎

(高倉子邦田八三久

開 集 三 (化学〕

･1967年 1月 16Ellか ら1週間米国フロリダ州 サンベル島で原子 ･分子 ･

固体の量子論のシンポジウムが開かれます. 主催者はP.0,IJawdin 教授

で毎年 -,i週間にわたって開かれ る量子化学の冬の学校に引続いて行なわれる

のです｡今年のシ_ンポジウムはJ･C･Sl･3･ter教授の某蔵を記念 として行

なわれるので､ 原子､分子 の電子構造､固体 のバン ドの計算が主なテ ーマにな

れ 日本か らは小谷正雄,山下次郎 ,~伊豆山健夫の三氏が参加されるときいて

'vlます.,員ylleraas記念,D会の記銀はRevs.ModI.Phys.に,Mull.-Lkeごユ

記念のはJ･Chem･Phys･特集号 となっていますので､ 今度の会の-prOCeed-

iI〕gSも同 じような形で Publishされることで しょ う｡
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プ レプ リン ト案内

.AG屈NEBALT員諾ORYOFTH王己SECONj〕ORD巨岩P托AS民TRANS工T工ON.I

(笹状EOIZUYAMJg

.封ONLエNEARKINETICSOFFLA級AA.I

NONLIN乱賦 INTERACT工CNOF ELECTfiONPLASMAOSC工LLATION

贋ENYA丸仏ユ-'SUURAAND,TAKAS日工KURAS期喝

編 集 後 記

1966年 も残b3日にな .りました｡ 12月号はかなBの厚床のあるもので

編集員一同も嬉 しく思っています｡しか し発行が頁数 の増大に伴って遅れてお

七㌦ 殊に 12月号は年末年始に資巨フたため大変な遅れになって了'い申訳あb倭

せん｡ 今後何とか毎月 20日発行のペースに戻す よう努力 します｡

(12月28日 松田記)
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基 研 研 究 会 報 告

S-a_ 交 換 相 互 作 周

京都大学基礎物理学研究所
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